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ボリューム関係レポートのカスタマイズ

ボリューム関係インベントリレポートでは、クラスタ内のストレージインベントリの詳
細を分析できるほか、ボリュームに必要な保護レベルを把握したり、障害の原因、パタ
ーン、スケジュールに基づいてボリュームの詳細をフィルタリングしたりできます。

ボリューム関係を障害の原因別にグループ化するレポートの作
成

関係が正常な状態でない理由別にボリュームをグループ化するレポートを作成できま
す。

作業を開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

このタスクについて

次の手順に従って、ボリュームを障害の原因別にグループ化するカスタムビューを作成し、そのビューのレポ
ートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage * > * Volumes * をクリックします。

2. [ 表示 ] メニューで、 [ * 関係 > すべての関係 * ] を選択します。

3. [ リレーションシップの状態 ] 列と [ 不健康な理由 ] 列がビューに表示されることを確認するには
'[*Show/Hide *] を選択します

他の列を追加または削除して、レポートにとって重要なビューを作成します。

4. 「 Relationship Health 」列と「 Unhealthy Reason 」列を「 'S tate' 」列の近くにドラッグします。

5. フィルタアイコンをクリックして次のフィルタを追加し、 * フィルタの適用 * をクリックします。

◦ 関係の健全性に問題があります

6. 「正常でない理由」列の上部をクリックして、ボリューム関係を障害の原因別にグループ化します。

7. ビューには ' 失敗によるボリューム関係など ' 表示されているビューの名前が反映された名前を付けて保
存します

8. インベントリページの * スケジュール済みレポート * ボタンをクリックします。

9. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドに情報を入力して、チェックマーク（
）をクリックします。

レポートはテストとしてすぐに送信されます。その後、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の
受信者に E メールで送信されます。
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完了後

レポートに表示された結果を基に、障害のタイプごとに原因と影響を調査できます。

ボリューム関係を問題別にグループ化するレポートの作成

ボリューム関係を問題別にグループ化するレポートを作成できます。

作業を開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

このタスクについて

次の手順に従って、ボリューム関係を問題別にグループ化するカスタムビューを作成し、そのビューのレポー
トを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage * > * Volumes * をクリックします。

2. [ 表示 ] メニューで、 [ * 関係 > すべての関係 * ] を選択します。

3. レポートに不要な列を削除するには、 [ * 表示 / 非表示 * ] を選択します。

4. 「不健全な理由」列を「日付」列の近くにドラッグします。

5. [Unhealthy Reason] 列の上部をクリックして ' ボリュームを問題別にグループ化します

6. ビューに表示されているビューの名前を反映した名前を付けて ' ビューを保存しますたとえば 'Vol

relationships by 問題などです

7. インベントリページの * スケジュール済みレポート * ボタンをクリックします。

8. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドに情報を入力して、チェックマーク（
）をクリックします。

レポートはテストとしてすぐに送信されます。その後、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の
受信者に E メールで送信されます。

完了後

レポートに表示された結果を基に、各タイプの問題の原因と影響を調査できます。

特定の期間のボリューム転送の傾向を表示するレポートの作成

特定の期間のボリューム転送の傾向を表示するレポートを作成できます。

作業を開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
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このタスクについて

次の手順に従って、特定の期間のボリュームを表示するカスタムビューを作成し、そのビューのレポートを生
成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage * > * Volumes * をクリックします。

2. [ 表示 ] メニューで、 [ * 関係 * > * 過去 1 カ月の転送ステータス * ] を選択します。

3. レポートに不要な列を削除するには、 [ * 表示 / 非表示 * ] を選択します。

4. [Transfer Duration]列を[Operational Result]列の近くにドラッグします。

5. フィルタアイコンをクリックして次のフィルタを追加し、 * フィルタの適用 * をクリックします。

◦ 転送終了時間が過去 7 日間以内です

6. 「転送時間」列の上部をクリックして、ボリュームを時間間隔でソートします。

7. ビューに表示されている内容を反映した特定の名前でビューを保存しますたとえば ' デュレーションごと
のボリュームなどです

8. インベントリページの * スケジュール済みレポート * ボタンをクリックします。

9. レポートスケジュールの名前を入力し、頻度を「 * Weekly * 」に設定して、他のレポートフィールドに情
報を入力し、チェックマーク（）をクリックします ）をクリックします。

レポートはテストとしてすぐに送信されます。その後、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の
受信者に E メールで送信されます。

完了後

レポートに表示された結果を基に、転送期間を調査できます。

失敗または成功したボリューム転送を表示するレポートの作成

ボリューム転送のステータスを表示するレポートを作成できます。このレポートでは、
失敗したボリューム転送と成功したボリューム転送の両方を確認できます。

作業を開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

このタスクについて

次の手順に従って、失敗した転送と成功した転送を表示するカスタムビューを作成し、そのビューのレポート
を生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage * > * Volumes * をクリックします。
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2. [ 表示 ] メニューで、 [ * 関係 * > * 過去 1 カ月の転送ステータス * ] を選択します。

3. レポートに不要な列を削除するには、 [ * 表示 / 非表示 * ] を選択します。

4. 「操作結果」列を「分列」列の近くにドラッグします。

5. [操作結果]列の上部をクリックして、ボリュームをステータスでソートします。

6. ビューに表示されている内容を反映した名前でビューを保存しますたとえば ' 転送ステータスによるボリ
ュームなどです

7. インベントリページの * スケジュール済みレポート * ボタンをクリックします。

8. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドに情報を入力して、チェックマーク（
）をクリックします。

レポートはテストとしてすぐに送信されます。その後、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の
受信者に E メールで送信されます。

完了後

レポートに表示された結果を基に、転送ステータスを調査できます。

ボリューム転送を転送サイズに基づいて表示するレポートの作
成

ボリューム転送を転送サイズに基づいて表示するレポートを作成できます。

作業を開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

このタスクについて

次の手順に従って、ボリューム転送を転送サイズに基づいて表示するカスタムビューを作成し、そのビューの
レポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage * > * Volumes * をクリックします。

2. 表示メニューで、 * 関係 * > * 過去 1 カ月の転送速度 * を選択します。

3. 「合計転送サイズ」列の上部をクリックして、ボリューム転送をサイズでソートします。

4. ビューに表示されている内容を反映した名前でビューを保存しますたとえば ' 転送サイズによるボリュー
ムなどです

5. インベントリページの * スケジュール済みレポート * ボタンをクリックします。

6. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドに情報を入力して、チェックマーク（
）をクリックします。

レポートはテストとしてすぐに送信されます。その後、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の
受信者に E メールで送信されます。
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完了後

レポートに表示された結果を基に、ボリューム関係を転送サイズ別に調査できます。

ボリューム転送を日付別に表示するレポートの作成

ボリューム転送を日付別に表示するレポートを作成できます。

作業を開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

このタスクについて

次の手順に従って、ボリューム転送を日付別に表示するカスタムビューを作成し、そのビューのレポートを生
成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage * > * Volumes * をクリックします。

2. 表示メニューで、 * 関係 * > * 過去 1 カ月の転送速度 * を選択します。

3. ボリューム転送を日付で並べ替えるには、「 ``` 」列の上部をクリックします。

4. 表示内容を反映した名前でビューを保存しますたとえば ' 毎日のボリューム転送などです

5. インベントリページの * スケジュール済みレポート * ボタンをクリックします。

6. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドに情報を入力して、チェックマーク（
）をクリックします。

レポートはテストとしてすぐに送信されます。その後、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の
受信者に E メールで送信されます。

完了後

レポートに表示された結果を基に、ボリューム転送を日付別に調査できます。
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